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灘監督:川内有緒十三好大輔 音楽:坂口恭平
出 演 ： スワ ス テ イ カ ・ ハ ルシユ ・ ジ ヤ ジユ 中 筋 純 武 内 優 ほ か
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どんなキッチンで何を作り、何を食べているのか。
ひとりなのか。誰かと一緒なのか。何を楽しんで、何がイヤで。
何を考え、何を忘れ、何を覚えているのか。

東日本大震災と原発事故から13年が経った2024年、監督の川内有緒と三好大輔は、
東京と福島を結ぶ国道6号線(通称「ロッコク｣）を何度も往復していた。

ロッコク沿いの一部の町は長く帰還困難区域となり、一度はすべての光を失った。
今そこでは、帰還した住民、移住者、仕事や復興のため
モザイク模様の暮らしが形作られている。

本作は、そんな異なる背景の人々の日常
かつ深く見つめるロードムービーである。

思い出される記憶、笑いあう人々の顔、

、軽やかに、
に立つ姿、料理の香り、

言葉、こぼれる涙一。

島の新しい生活史。

2026年2月14日(土)より
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2 0 0 8年の双葉町郡山海岸を映したホームムービー
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｢第35回Bunkamura
ドゥマゴ文学賞」受賞！
書籍『ロッコク･キッチン』
川 内 有 緒 著 講 談 社
2,090円(税込）304ページ

川内有緒が映画と同時に書き下
ろ し た ﾉ ﾝ ﾌ ｨ ｸ ｼ ｮ ﾝ エ ッ セ イ 。

(写真：一之瀬ちひろ）

2026年3月6B(金)より
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